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きがえゝま

都留市内には、以前 から土器片などが表面採取 される場所があり、遺跡の存

在が各所にみられ、縄文や弥生の文化があつたことが知 られています。

なかでも法能地区の住吉は、土器片が農耕の際多数出土することで有名であ

り、縄文の文化がこの地にあった と想像されていました。

その住吉で、このたび発掘調査 を行い住居跡の確認 とともに、多くの遺物が

発見 され、縄文中期の文化がこの地にあつたことをあきらかにすることが出来

ました。

数千年 もの間、地下にねむつていた住居の跡や、 うめがめ、石鏃等 を見てい

ると、素ぼくな人間 らしい美 しさをもつ土器、石器等 を生活の用具 として、こ

の地で天災や飢 えになやまされながら、自然のなかで力強 く生きぬいた という

事実に感動せずにはいられません。この感動を後世に伝えるために開発 ととも

に失なわれつ ゝある文化財 を保護 し、明らかにすることは行政の役日であると

ともに現在に生きる者の責任でもあります。

ここに住吉遺跡の内容が解明がされ、かつ土地所有者の協力も得 られて、遺

跡そのものが保存 されることは、まことによろこば しいことであります。

この報告書がひろく活用され、 この地の縄文文化 を知る手がか りになるとと

もに、本市の文化財保護の向上に役立てば幸いです。

おわ りに、この発掘は市文化財審議会委員をはじめ、都留支科大考古学研究

会のみなさんや多くの方々の協力 と努力によって行なわれたものであり厚 く感

謝の意 を表 します。

都 留市教 育委 員会

定  月 金  太  郎
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発 掘 調 査 に よ せ て

最近文化財に対する一般の関心が深くなったことはまことによろこばしいこ

とであり、私たちは遠い祖先の残 した郷上の貴重な文化遺産を保護 し、また後

世に伝える大きな使命をもっておりまづ。

遺跡、埋蔵品の調査、究明、保存が大切なことはいまさらいうまでもありま

せんが、一言にしていえば、郷上の過去の文化や祖先の生活を知るための唯一

の手がかりであるというところにその貴重さ、大きな価値があると考えられま

す。

法能地区には以前から住居跡や、土器、石器類が発見され、住吉の地で土偶、

土器等の発見を機に、本格的な発掘調査を行ったところ、本報告書の通 り立派

な成果を収めることができました。

上中の永い眠 りからさめて発見された住居の跡や、素ホトな美しさをもつ土器、

石器等を見つめると、祖先はこれを生活の用具として、精神のよりどころとし

て、たくまし生きてきたという実証に大きな感銘を覚えます。

都留市には埋蔵文化財はいたるところに散在 していると推察されますが、道

路、工場建設など開発工事によって破壊 されることなく、保護の手がさしのベ

られるよう一層の関心を期待 します。

この報告書が埋蔵文化財の究明のため広く利用されるとともに貴重な文化財

の保存推進に役立つよう念 じてやみません。

この発掘調査が大きな成果をもって終了できましたことは多くの関係者の協

力 と努力のたまものであり、厚く感謝いたします。

昭和 47年 3月 31日

都 留市長   富  山 節  三
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第 1章  序 説

第 1節  調 査 の 経 過

山梨県都留市法能地区は、従来から東西に横断する市道「 法能一宮原線 」を

はさんで、その南方台地上より、 しばしば縄文式上器片が採取され、昭和 33

年 3月 の農道改修工事の際、底部の一部を欠く縄文中期曾利式甕および大型土

器片の出上があり、又、東南方の、法能 95番地志村徳雄氏の畑からは昭和26

年耕作中敷石住居址および石棒等が発見され注目されていた地域であったが、

道路北側は菅野川の川床となった処と思われていたので、調査の対象と考えな

かった盲点でもあった。

たまたま地主杉本棋明氏が、水田として耕作されていた法能 453番地 を購

入 し、昭和 45年夏住宅および工場建設のため整地作業を行なった際、多量の

上器片が出上 したが、報告されなかったため、そのま 経ゝ過 して しまった。

昭和 46年 5月築庭のため再度整地を行なったところ、またまた多量の上器

片が出上 した旨伝聞したので、教育委員会において調査の結果、集められてあ

った上器片から復元可能の上器 3個 を得たので、今後異状のあった場合は直ち

に教育委員会に報告する様注意 しておいたところ、 6月 10日庭の一隅に塵芥

処理穴を堀つた際「 土偶 」の頭部を発見 した旨報告があったので、直ちに作業

を中止 し埋め戻すよう指示、 7月 20日 から7月 25日 まで6日 間の予定で発

掘調査を実施 し、本報告書の通 りの成果を収めた。
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第 2 節  遺跡の位置 と周囲の状況

富士急行線谷村町駅から街を南に横断 し、「 かじや坂墜道 」をぬけると道は

ふた手に分かれる。右折すると道志村に至る県道「 谷村―道志線」であ為 真直

に進むとす ぐ菅野川をまたぐ「 住吉橋 」があり、橋を渡ると突き当りが「 都留

第一中学校 」である。そこで道は左折するが所言胃市道「 法能―宮原線 」である。

約 300米先の道路北側の「 桂鉄工 」杉本移:明 氏の敷地内に遺跡はある。

正確な地点の名称は、都留市法能字住吉453番地である。

「 道坂峠 」の山中に端を発する菅野川は「 御正体山」の小沢より流れ落ちる

細流を集めて「 岩魚」の棲む漢流となって「 菅野 」部落を経て「 細野 」に至っ

ている。

「 細野 」からは、谷あいのゆるやかな斜面をや 水ゝ量を増 し、「 山女 」の棲

む清流 となり、「 大津 」「 小野 」「 緑町 」「 熊井戸 」「 法能 」の部落を経て「

宮原 」で戸沢川に合流 している。

「 小野 」部落 を過ぎると伏流オ 上なり、遺跡附近を流れる水量は僅かである

が、ひとたび長雨台風時には、そのおだやかな相貌を一変 させ、奔流は岸を洗

い、橋を流 し、大 自然の脅威をまざまざと見せ しめるのである。

都留第一中学校々庭整地の際見 られた屯をもって数 えられる巨岩の堆積は、

菅野川氾濫の物凄さを如実に示すものである。

道路北側に位置する当遺跡 も又当然川床 となった処 と考 えられていたので、

前述の如 く調査の対象 と考えなかった盲点でもあった。

標高 490m、 ゆるやかな傾斜をなし北は約 150mで 菅野川に接 し、南は

や 傾ゝ斜を増 し、約 200mで 熊井戸山に続 く東西に開けた台地である。

菅野川左岸は円通山の裾の急斜面 となっている。

周囲の遺跡 としては、す ぐ西側に「 大塚 」「 小塚 」と呼ぶ小高い丘があつた

由であるハ 戦後の耕地整理の医 削平 されて現在ではその地点を知る事も出来

― ll―



ない。

西方約 300m、 菅野川左岸に縄文土器片を出土する小遺跡、更にその西方

200mに 縄文土器片および上師、須恵器片を出土する「 十三割海戸遺跡 」、

東南方 500m、 大桑山山麓にある敷石住居址ぉょび石棒を出上 した
「 法能遺

跡 」。東方約 lp00mlこ 諸磯式、勝坂式および加曾利B式上器片を出土する「 宮

原遺跡 」等が知 られているが、いずれも正式な発掘調査が一度も行なわれたこと

がないので本遺跡 との関連性について考察するすべもない。
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第 2章 調 査 の 概 要

第 1節  調 査 日 誌

昭和 46年 6月 18日

調査員 奥、山本両人で発掘調査に先だって予備調査を行なっ猛 土偶の出土

した塵芥処理穴を堀 り返 えし調査 した結果既にローム層まで達 していること

が判明し、 しかもローム層が固 くしまつてお り、当時の生活面または住居址

内 と思われたので更に清掃 して精査 した処、一偶に甕が妙 られてあるのを確

認 したので、その地点を中心に トレンチを設定すること ヒゝ 再度埋め戻し為

昭和 46年 7月 11日

都留文科大学考古学研究部員 竹内清志、里村晃一、服部弘栄、田中文江の

四君の応援を得て、発掘地点および周辺の測量を行なった。

昭和 46年 7月 19日

トレンチの位置 を押図 2の通 り設定、発掘用具を地主杉本棋明氏宅に運搬、

天幕一張を張 り(準備た完了 した。

第 2 図  ト レ ン チ 図

A - 1

昭和 46年 7月 20日

午前 8時 30分、調査団は現地に集合、結団式を行な帝部 留市長 富山節三氏

ら関係諸氏の挨拶を受け、 9時 25分作業に着手 した。

-14-
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前日トレンチを設定 しておいたが、攪乱部分 (塵芥処理穴跡)の都合でBl、

B2ト レンチの中央に東西に走る30初巾のセ クシヨンベル トを設定すること

とし、 このため トレンチ名を押図 3の通 り変更 した。

年前中Alト レンチを除き総ての トレンチが表土および第二層を排除、 12

時に午前中の作業を終了 した。

午後は 1時 30分 より作業開始、 Bト レンチは各 トレンチ共 ローム層まで達

した。

B3ト レンチの南隅に大きな石をのせた小竪穴が発見されたので、明日この

部分の西側に新 らたに トレンチを設定することとし、午後 5時作業 を終了 した。

各 トレンチ共出土の上器片は曾利式が大部分を占めていた。

Alト レンチー44切ょり上器群-55初ιょり吊手上器片 Blト レンチー

8初から黒櫂石片 B3ト レンチー70翻の地点から石匙が出土した。

3 図 ト レ ン チ 図

A - 1

B-1

□園

６
　

第

N

|

昭和 46年 7月 21日

8時 30分集合、ヾ巧干ィング後 9時作業開始、B3ト レンチの西隣 りに 30印

のセクシヨンベル トを残 してB4ト レンチ (2m× 3m)を 新 らたに設定 (押

図 4)昨 日確認 されたB3ト レンチの南隅の焼上を含む小 竪穴を追求すること

とした。Alト レンチの作業がBト レンチに比 し遅れていたので重点的に発掘
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した。

又昨 日Blト レンチから出上 した黒燿石のことを考慮 してB2-1、 B2-

2ト レンチをローム下 50翻まで堀 りさげたが何も出上 しなかった。

Blト レンチでは午前中に住居址が確認さわヒぶ 円型か、隅丸方型かは未だ

確認出来なかった。

午後は ミラ イング後 1時 30分 か ら作業開始、Alト レンチ内で柱穴が 1箇

発見され住居址の大きさが推定出来るようになった。

Alト レンチの北壁か ら多量の上器片が出上 したが大部分は曾利式のもので

あった。

Alト レンチ】ヒ壁のセクシヨン図 (丸 )B3ト レンチの小竪穴の写真撮影を

行なった。

午後 4時 30分作業終了、後片付け中Alト レンチのロームを清掃中調査員

山本が二番 目の住居址 を発見、床面を確認 した。

従って本 日Alト レンチ出上の遺物は、二番 目の住居址のものであることが

推定出来た。

代 滉乱をさけるため昨 日発見のものを「 1号住居址 」本 日発見のものを「 2

号住居址 」と呼称することとした。

又新設のB4ト レンチは、その東側隅に小竪穴がか つヽてぃるので、明日B

3、 B4ト レンチーの 南側に更に延長 して トレンチを設定することとして本 日

の作業を終了 した。

本日の出土品は、 Alト レンチー90翻か ら半磨製石斧、 Blト レンチから

石匙が出上 した。
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第 4 図 ト レ ン チ 図

A - 1

□ □

昭和 46年 7月 22日

8時 30分集合、 ミーテイング後 9時か ら作業開始、 B3ト レンチ南隅の小

竪穴を確認するためB3、 B4ト レンチの南側に新 らたに 2m× 3m、 Cと 、

C2ト レンチを設定発掘 (押図 5)他は「 1号住居址 」「 2号住居址 」の整理

とセクシヨン図の作成 を行なった。

その結果「 l号住居址 」の中に 2箇の柱穴が発見され「 2号住居址 」は「 1

号住居址 」を切つてあとから作 られたものであることが判明 した。

続いて ■ 2号住居址間のセクシヨンベル トを取 りはず した ところ 1号住居址

の炉が発見された。 (図版 3)

大きさ約 90切角、住居址の中心 よりや 北ゝ寄 りに位置 した石囲炉である。

代 発掘前確認された埋甕 ti、 1号住居址南側入口附近に埋められてあること

が確認 された。

午後 1時 30分作業開始、 2号住居址内の排上、各セクシヨン図の作製、あ

るいは各 トレンチ間のベル トの取 り除き作業 を行 なっiた 。

Ch C2ト レンチか噺 らたに1箇づつの小竪穴が発見 され、計 3箇の小竪穴が確

認 された。東側のものから荒 1.%2.%3と 命名 した。

N
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Cl、 C2ト レンチか らは土器片の出土はなく、僅かにあ 3小竪穴から小型

石匙 1箇が出土 したのみであった。

Al、 Blト レンチ間のセクシヨンベル ト取 り除きの際(出コ 土器片も曾利

式が大部分 を占めていた。

その他本日の出土品はAと 、 Blト レンチ間セ クシヨンベル ト (1号住居址

内)からは浅鉢型土器片および土器底部であった。

明日は各 トレンチ間のベル トを全部取 り除き、住居址内を清掃 し、各種図面

を製作することとし、 5時作業を終了 した。

第 5 図 ト レ ン チ 図

B-1

盟 □

Ｎ
Ｉ
月
川
川
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ト
ー
ー
ー
‐―
―
―

□□
昭和 46年 7月 23

8時 30分集合、

了 したので、 B3、

側セクシヨンベル ト

叉 これと並行 してセ

セ クシヨンベル ト

な り叉「 2号住居址

日

ミーテイング後 9時作業開始、昨日までで発掘は殆ん ど終

B4、 Cl、 C2ト レンチ間のセクシヨンベル トおよび北

の取 りはず しと住居址内および小竪穴の整理 を行なった。

クシヨン図、微細図の作成を行なった。

を総て取 り除いたので「 1号住居址 」の大きさが明らかに

」の柱穴も一個確認出来た。
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午後は 1時 30分作業開始、住居址の測量図、 1.2号 住居址の南側入 口と

思われる階段状の微細図を作成する。 1号住居址には埋甕が残っていたが、 2

号住居址のものは堀 りかえしたあとがあり、残っていなからた。

午後 4時 30分作業終了、後片付けの最中 2号住居址の入日と思われる施設

の北側、埋甕を堀 り出した穴の後方に底部だけを床面に現わし伏せ られて埋め

られている埋養を発見 した。底部の一隅に小穴があけてあるのを確認 した。

昭和 46年 7月 24日

8時 30分集合、 ミーテイング後 9時 より作業開始、遺構微細図およびその

断面図の製作に全力を集中する。 これと並行 してあ と、た 2、 %3小 竪穴の中

の上を排除する。

/1、 た 3の小竪穴の中からは遺物は何も出上 しなかった。

た 2の 小竪穴か らは大石を取 り除 くと、焼上の中から土器片、 クル ミの炭化

物、炭化木片、握 りこぶ し大の石が出土 し、最下部床面に 10働犬の石が 5。 6

個置いてあった。

この石を除 くとロームが堅めてあって、四 ツの浅い穴があった。

昼休みに北側の円通山の山頂から鳥欧写真を撮影 した。

午後は 1時 30分 から作業開始、炉址の切断を行なったボ 中か ら砂岩 と三つ

の小柱穴を発見 した。柱穴は直径 10翻余 り、深 さ75卿余 り、最も浅いもの

で約 50翻あった。

明日は日曜 日であるが市長 も来る予定なので埋甕の取 り出しは明日行なうこ

ととし、午後 4時 30分作業 を終了 した。

昭和 46年 7月 25日

8時 30分集合、 ミーテイング後 9時作業開始、写真撮影だけが残つていた

ので遺構内を清掃 して写真撮影を行ない、午前中に全部の写真を写 し終った。
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午前 ll時市長、教育長が来場 したので埋甕の取 り出 しにか ゝり正 12時、

2箇 の埋甕を取 りあげた。

午後は 1時 か ら作業開始、器材の後片付け、天幕の徹収、周囲の清掃、 トレ

ンチの一部埋戻 しを行なヒ、3時すべての作業を終了、 4時か ら市役所小会議室

に於ヤて反省、慰労会 行なヤ、6日 間にわたつた住吉遺跡の発掘を終了 した。

第 2 節 層

本遺跡は、菅野川右岸の河岸段丘上に位置 しており、その台地は、下層より

岩石層、砂岩層そしてローム層の堆積によって形成 されている。

ローム層の上には、富士火山の噴出した黄褐色のスコリアを含む黒色土ある

いは掘色土層が七層に堆積されていた。また 1号住居址の部分には厚さ10勁

程の火山灰層が一層、 うす く覆ってお り曾利Ⅲ ～Ⅳ期に一度、大きな火山活動

があつたことが明 らかである。各層の上層の状態は押図 6に掲げるとお りであィ

る。

位
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第 6 図 土 層 の 断 面

ヤ

ー

rヽ ur Ψ_二 翌 ェ 量 ユ _五 ミ _差

縮尺%

1. 表 土

2.褐色軽石土層

3。 暗褐色軽石土層

4. 軽石混入暗栂色土層

5。 暗褐色土層 (焼上混入)

6. 黄褐色スコリア混入褐色土

7. 黒褐色有機上層

8. ローム層

第 3 節 遺

遺構は、発掘地点中央部に 1.2号 の二つの重複 した住居址 と、その南側に

直径約 lmの小竪穴が三個発見された。 しかし北側の 2号住居址は、半分以上

の面積が庭園となつて発掘不可能のため、その四″ 一あまりを発掘 して調査を終

つた。

1号住居址

本址は、 この調査の起因 となつたもので、地主が、塵芥処理用の穴を堀つた

際発見 したものく 調査以前にその存在が知 られていた。

この住居址は、直径 5。 2mの ほ 円ゞ形であるが、 2号址構築の際に北側を少

し切 りとられて しまっていて、北側の立上がりの部分を消失 している。

構
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また塵芥処理穴が、住居址東側床面を破壊 してお り、完全な形 をとどめてい

るのは南側のみである。中央北寄 りに四枚の安山岩を組合せて作つた 1辺 90

翻のほぼ正方形の石囲いの炉があり、 これをとりまくように 5個の柱穴が発見

された。出入日は南側に階段状に作 られたステップが残つてお りこゝには二つ

の埋甕用の穴があり、一方には底部を欠損する曾利正式上器が埋められてあつ

た。

生活面 と床面の比高は約 50翻、住居址の周囲には周溝が回つていることも

確認 された。

石囲い炉は、住居の中央 より北側に 70翻ほど片よつていた。炉内は灰層が

10例堆積 し、その下部は焼上で赤 く焼けていた。炉址の中央部には深さ50

肋余 りの穴が 3個並んで堀 られてあり1番深いものは75帥あった。 どの様な

目的で堀 られたものか不明である。そのす ぐそばに砂岩の棒状で 10切X30

翻の石が南北に置かれてあるのが発見されたが、 これは食物を煮沸する際に使

用 された設備であろうと推察される力ヽ 他にあまり類例をみないのく 今後の調査

で明らかにされるのを待 ちたい6

柱穴は、押図-23の 如 く、南北を対称軸に 4個、炉址を避けるように北側

隅に 1個、合計 5個発見された。いずれも床面を70勁余 り堀 り下ヤ泳 :お り、直

径約 30∽ほどであった。

この 1号住居址から出上 した遺物は、曾利Ⅱ式の埋甕の他にこれと同期の浅

鉢、壷、吊手上器破片各 1点、打製石斧、半磨製石斧、石斧、黒!燿石の原石、

凹石などである。

本址は、その出土遺物から見て、曾利Ⅱ～Ⅲ式期の円形住居址であると言う事が

出来ると思う。
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2号住居址

本址は、 1号住居址を切 り込んで作 られていることから、 1号住居址よりも

後の時代に作 られたものであることは明 らかである。

床面は、 1号址より50翻ほど堀 り下げて作 られてあった。前述のとお り、

半分以上の面積が庭園の下になつてお り、その全貌を明らかに出来なかったが、

発掘部分から想定 して直径約 5m余 りの円形の住居址で、周囲には周滞をめぐ

らしていることなどから、ほ ゞ1号址 と同形のものであろうと思われる。

南側には、 1号址 と同様に出入口があり、階段状のステップを配 し、そのそ

ばには、埋甕用の穴 と思われる小穴と、底部 を上にして床の中に伏せた状態で

埋められた、ほぼ完形の甕を発見 した。 この埋甕の底部には、片隅に 1個の穴

があり、長野県か ら多く報告 されている小 児用賓棺 として使われたものであろ

う。柱穴は、南西の隅に 1個だけ発見されたが、 これも床面を約 70例堀 り下

げてあった。

2号址出上の遺物は、前述の曾利Ⅲ式の埋甕以外に、大型甕の口縁破片、大

型土器底部破片、凹石、石皿、石匙が出上 したが、埋甕をはじめ、土器は曾利

Ⅲ～Ⅳ式期のものであることから、この住居址は、曾利
「

,～Ⅳ式期のものと想

定 される。

小 竪 穴

3個の小竪穴は、発掘初日に3ト レンチの角に現われた大きな石を調査して

いて発見したものである。大きな石組を有するものを中心に「 く」の字形に 3

個が並べて作られていた。これらはいずれも同時期に使用されたものであろう。

南側のものから、 1号。2号 .3号小竪穴として説明することとする。

1号小竪穴は、直径 120勁の円形をなし、深さ2 5 Cmに堀 り下げられて

いた。内部からは、チャー ト製の小型の横型石匙 (図版 13)んミ発見された。
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この石匙は、住居址内から発見されたものに比較すると、大きさは半分位しか

ないが、その剣離は非常にていねいで鋭い刃部にしあげられているのが特徴で、

この竪穴の用途を考えるうえで非常に貴重 と思われる。

2号小竪穴は直径 120例、深 さ43勁、 1号小竪穴か ら約 55翻離れた所

にあるが、出土遺物から1.3号 小竪穴 とは全 くその用途 を別にしたもの と思

われる。

内部からは、曾利正式の大型甕の口縁部破片 と、大小さまざまな種類の石、

炭化 した果実の外殻、骨粉などが発見された。叉この竪穴は、長期にわた り火

を使用 したものとみえて多量の灰 と焼上が堆積 していた。そしてそれらを総て

取 り除いた床面には、四個の小さな柱穴様の穴が残っているのが確認出来た。

3号小竪穴は、 2号小竪穴の東側 30翻のところに発見されたもので直径

90勁、深さ60翻のほぼ円型の小竪穴である。

この内部からは何 も発見出来なかったが、 1.2号 と異なっているところは、

南北方向の口縁部に一対の凹部のあることである。何に使われたものかは判明

しなかったが、 この小竪穴の特異な使途によるものと思われる。

●これら1.2.3号 小竪穴は、いずれもその大きさや深 さが異っており、そ

れぞれ固有の用途があつたものと思われる。発掘の際の遺物の出土状況から想

像 してみると2号小竪穴を野外炉 として使い、 1号.3号小竪穴を貯蔵穴 とし

て使っていたのではないかと思 われる。 2号址では、まず握 り傘 大の石を敷き、

その上に木をのせて、そして動物、 くるみ、 くりなどの調理物をのせて、その

上から焼けた大 きな石でおさえて調理をした様である。またこゝで調理 される
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動物などの肉は、 1号 月ヽ竪穴に、果実な

3号小竪穴において貯蔵 したと考えるこ

後の研究をまちたい。

どの多量に、長期間貯蔵できるものは、

とができるが、この点については、今

第 3章  遺 物 の 概 要

第 1 節   l号 住居址出土遺物

l号住居址か ら出上 した遺物は、埋甕 (押図 7)、 浅鉢 (押図 8)、 吊手上

器 (押図 9)、 大型底部上器片などの上器及びその他多量の上器破片 と、凹石

(押図 10)、 半磨製石斧 (押 図-11)、 打製石斧 (押図-12)、 石匙 (

押図-13)、 黒燿石 (押図-14)等 の石器及び石器破片などである。

埋甕は、 1号住居址南側の出入日付近の床面下に埋められていた。日縁部 と

底部を欠損 しているが、文様か ら曾利∬式上器 と思われる。荒い条線を地文 と

し、その上を縦に流れる帯状の区画文で 3っ に区切ってある。焼成は普通で表

面には火を受けた痕 もみ られた。

浅鉢は、 日縁で内彎する無頸の上器で渦文が大胆に胴部を飾つている。胎土

は荒 く粗製である。

吊手上器は、把手の部分 しか発見できなかった。渦文が把手を飾つており周

囲は半我竹管の連続刺突で波状に縁 どつている。 なお、底部は、わずかに箆の

整形痕がみられた。

次に炉址の西側から出上 した凹石は、礫を磨いたもので、表裏 ともに二つの

凹部 を有する。

半磨製石斧は、安山岩製であつて、刃部は蛤歯型に近い磨製石斧で概型を作

るための打痕が残ってお り、完全な磨製ではない。

打製石斧は、小型で精巧につくられてお り、その刃部は鋭 く石匙として使用
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されたとも考 えられるものである。石質は粘板岩である。

石匙は、横型石匙であるが、刃部の片方 を少 し欠損 している。 (押図-15)

は、大型の横型石匙である。

黒燿石は、 1号住居址南側の立上 りに棚状の段を作 り、そこに 3 1Elが 積み重

ね られるように して置かれてあつた。

これらはいずれも原石か ら象1離 されたまゝであつて、手頃な大きさにして各

住居に分けられていたものであろう。

この他に重要な遺物 としては、土偶の頭部破片 (押図-16)が ある。 これ

は、調査以前に地主の杉本氏が、 ごみ拾用の穴 を堀った際、石囲い炉東側の床

面上で発見 したものであるが、 1号址の遺物 と考えられるのでこゝに紹介する。

眉 と鼻を微かに高 くもり上げ、 目と日は円筒状工具により刺突 して作ってあり、

頭部は巻き上げた髪型を似せて うず巻状に作ってある。なお、首の部分には二

条の線がみられるが何を意図しているかは判明しなかった。

第 2 節     2号 住居址出土遺物

2号住居址か ら朗土 した遺物は、埋甕 (押図-17)、 深鉢 口縁部破片 (押

図-18)、 底部上器片 (押 図-19)、 その他の上器片 と、石皿等の石器数

点が出上 した。 2号址は、前述のとお り庭園のためにその面積の 4分の 1程を

堀つたのに終 り、 1号址に比べて出土遺物の数も少なかつた。

埋甕は、 2号址南狽1出 入日の部分から出土 した。底部を上に して伏せた状態

で床面下に埋められてあり、底部には一つの穴がみられた。器形は、図板 17

のように頸部で一度 くびれた土器で、文様は頸部に三本の沈線を配 hそ こから

底部に向って三本の沈線分が 6箇所にみられる。地文は、荒い斜純文 で施文 さ

れている。
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底部土器片は、大型の底部破片であるが無文のため時期の判別は困難である

が 2号址内出土遺物 として曾利田式のものと思える。

大型口縁部上器は、日縁部を区画文 と渦文で飾られた曾利Jl式上器である。

石器 としては (押図-20)の チヤー ト製石匙が出上 した。

第 3 節    小 竪 穴 出土遺 物

住居址の南側に発見された 3個の小竪穴は、その用途のためと思 える特殊な

遺物が出上 した。特に 2号址においては、 くるみの炭化物あるいは動物の骨な

ども発見された。

各竪穴についてみるとl号址か らは (押図-21)の 小さな石匙が発見 され

た。形は横形石匙で、刃部のかなり鋭いチヤー ト製である。 1号址出土遺物は

これのみであった。

2号小竪穴か らは、前述のように多量の焼土 とともに曾利T式の深鉢 (押図

-22)、 ゃその他の土器片あるいは炭化物などが出土 した。

大型深鉢は、長期にわたっ報 を受けていた ゝめか、表面は赤 く院けてお り、

かな りもろくなつている。日縁から頸部にかけての破片 しか発見できなかった。

植物の灰化物は、すべてくるみであつた。完全な形をとゞめるものはないが、

直径約 2翻濯 の大きさのものが約 20個分発見 された。いずれも固い外殻は、

原形をとゞめるが実の部分は粉状になつてしまっていた。

又動物のものと思える骨が少量出土 したが、微量のため、 どの種の動物かは

判明しなかつた。

3号小竪穴からの出土遺物は無かつた。
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第 4章

都留市において、この時代の遺跡の発掘調査は現在まで行なわれたことがな

く、今回の調査が初めてである。発掘面積も少なく、一週間という短期間であ

ったが、私達にとってこの地域における一般的と思えるスタイルの住居址を発

掘できたことは、貴重であった。そこで今回の調査をふり返 り、成果について、

最後にまとめをしてみたい。

住居址は、 1.2号 の二軒を発見することができたが、いずれも縄文時代中

期後半曾利Ⅲ式期のものと思われる。層位的にみるならば 1号住居址を2号住

居址が切つて作られており、 1号址の方が2号址よりも古いことが明らかであ

る。出土遺物 から時期を考えるならば、 1号址は、曾利正式の特徴を強 く残し

ており、 2号址は曾利Ⅳ式に近い傾向が見 られる。

以上のことからみてこの二つの住居址が使われた時代をはつきりと区分する

ことはできないが、今後周辺遺跡の調査が進められるに従って明らかにされる

はずである。

1.2号址ともに円形プランで周溝がめぐり、南側には、出入日と思える階

段状の切 り込みがあり、そこには二つの埋甕用の穴がある。 1号址では、中央

ゴヒ寄りに石囲い炉を配 し、そのそばには土器、石器が置かれていた。これらは

縄文時代中期の生活を想像するに十分足るものであり、今後の研究資料 として

非常に価値あるものだった。又、 3っ の小竪穴は、住居址外の野外生活のよう

すを推察するに興味深い。

最後に、関東地方と中部山岳地方の中間に位置するこの地域的性格により、

両者の影響を受けている住吉遺跡の編年に当っては、土器の文様から見ると、

より長野県のものに近似 していることが考えられ、中部編年を用いたことを註

記する。

め
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作業は都留文科大学考古学研究会、桂高校社会部、吉田高校舟津分校社会部お

よび有志の方々によって行なわれた。

敷地内の発掘を快諸され、出土品や発掘用具の保管まで引きうけられた地主

杉本秩明氏、写真撮影に連日参加された東漸寺住職石川慶進氏、一切の渉外関

係などに当られた教育委員会職員の方々に心からお礼申し上げる次第である。

なお、発掘調査終了後 1カ 月間は トレンチの埋め戻しを中止して一般に公開

し埋蔵文化財の重要性を市民に訴える一助として多大の効果を収めた。

都 留 市文 化財 審 議 会 委 員 奥

都留文科大学考古学研究部々長 山 本

行

　

則

隆

　

正
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第 8図 浅 鉢 実 測 図

第 9図 吊手土器実測図
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第 10図 凹 石 実 測 図

第 11図  半磨製石斧実測図
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第12図 打製石斧実測図

第13図 石 匙 実 測 図
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第 15国 大型石匙実測図
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第19図 底部上器片実測図

第16図 土 偶 実 測 図

第 17図 2号埋甕実測図

0     9cm
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第2'図 小型石匙実測図

第20図 石 匙 実 測 図

o      3cm

第22図 土 器 実 測 図

0      9 cm
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1号 住 居 址 出 土 土 器 拓 影

-35-



違

層

0     3G競

1号 住 居 l■ 出 土 土 器 拓 影
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O_3錦

1号 住 居 l■ 出土 土器 拓 影
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2号 住 居 l■ 出 土 土 器 拓 影
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O綾 観

2号 住 居 址 出 土 土 器 拓 影
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第23図 住 居址 実測 図



住 吉 遺 跡
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